
 
 
 

第５回アジア・スマートシティ会議開催速報 
アジア新興国都市や国際機関等の代表者とともに横浜宣⾔を発表 

〜過去最多４０を超える都市からリーダーが参加〜 
１．概要 

環境未来都市である横浜市では、アジア新興国諸都市の市⻑や国際機関等の有識者が⼀堂に会し、持続可能
な都市づくりの実現に向けた知⾒を共有する「アジア・スマートシティ会議」を平成 24 年から開催しています。 

第５回となるアジア・スマートシティ会議では、４０を超える都市の市⻑を含む代表者や、⽇本政府、国際機関、
学術機関、⺠間企業など多くの組織・機関からの参加がありました。 

今回議論した内容は「第５回アジア・スマートシティ会議宣⾔(横浜宣⾔)」として取りまとめ、COP22 において紹介
しました。 

２．内容 
・ 午前中は、４つの分科会テーマにより、各都市・機関等の代表者からの発表や議論を⾏いました。 

第１分科会：スマートシティ経営のグッドプラクティス  
第２分科会：スマートシティ開発における⺠間の技術・ソリューション  
第３分科会：スマートシティ開発のための資⾦  
第４分科会：あるべきスマートシティ開発に向けたナレッジ・マネジメントの⽅向性  

・ ランチ会場では、横浜市内企業等による展⽰などを通じて、アジア・スマートシティ会議参加者とのビジネス・マッチング
が⾏われました。 

・ 午後の全体会議においては、林横浜市⻑による開会挨拶に続き、⼩⽥原外務⼤⾂政務官、鎌形環境省地球環
境局⻑から基調講演をいただきました。 

・ ラウンドテーブルセッションでは、全体モデレーターである IGES 森所⻑のリードにより、各分科会の議論を持ち寄ると共
に、国際機関からのインプットや、本市の取組の紹介を⾏い、都市の課題や各機関のもつ技術や知識について共有し
ました。 

・ クロージングセッションでは、第５回アジア・スマートシティ会議で議論した内容を「第５回アジア・スマートシティ会議宣
⾔(横浜宣⾔)」としてまとめ、林市⻑及びヴァロップ・スワンディー・バンコク都知事最⾼顧問が発表し、参加者に採択
されました。 
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⽇ 時：平成28年11⽉18⽇（⾦） 9:30-17:00 
場 所：ヨコハマグランドインターコンチネンタルホテル (横浜市⻄区みなとみらい１－１－１) 
主 催：横浜市 
後 援：内閣府、外務省、財務省、環境省、地球環境戦略研究機関(IGES)、国際協⼒機構(JICA)、 

横浜市⽴⼤学 
参加都市：北ダッカ市、南ダッカ市（以上バングラデシュ）、プノンペン市（カンボジア）、グラン・コンセプシオン市（チリ）、

キトー市（エクアドル）、ナシヌ―市（フィジー）、アンドラプラデシュ州、ボーパール市、フブリ・ダールワール市、
カキナダ市、ムンバイ市、パナジ市（以上インド）、バンダアチェ市（インドネシア）、北九州市、ヴィエンチャン
市（ラオス）、カサブランカ市（モロッコ）、マプト市（モザンビーク）マンダレイ市（ミャンマー）、カトマンズ市
（ネパール）、ズヴォレ市（オランダ）、バギオ市、カルカル市、セブ州、コンソラシオン市、ラプラプ市、マカティ
市、マンダウエ市、ミングラニア市、ナガ市、パンパンガ州、サンフェルナンド市、タリサイ市、ケソン市（以上フィリ
ピン）、ダーバン地区（南アフリカ）、コロンボ市（スリランカ）、カストリーズ市（セントルシア）、バンコク都
（タイ）、チュニス（チュニジア）、キング郡、ニューヨーク市（アメリカ）、ダナン市、ハイフォン市、フエ市、ホー
チミン市、クアンビン省（以上ベトナム）、横浜市  
※46都市、国名（都市名）アルファベット順 

参加機関等：⽇本政府(内閣府、内閣官房、外務省、財務省、経済産業省、国⼟交通省、環境省)、アジア開発銀⾏
(ADB)、世界銀⾏、国際連合⼈間居住計画(UN-HABITAT)、国際連合⼯業開発機関(UNIDO)、
海外交通・都市開発事業⽀援機構(JOIN)、国際協⼒機構(JICA)、国際協⼒銀⾏(JBIC)、地球環境
戦略研究機関(IGES)、シティネット、横浜市⽴⼤学、(株)ファインテック、JFEエンジニアリング(株)、(株)三
井住友銀⾏、(株)三菱東京UFJ銀⾏、デロイトトーマツコンサルティング(同)、⽇本アイ・ビー・エム(株)、イ
ケア・ジャパン(株)、⽇本電気(株)、パナソニック(株)、PwCアドバイザリー(同)など 

 

【分科会】 
●分科会 
 

  
 

  
 
 

開催概要 

会議内容 



●ランチ・ビジネスマッチング 
≪出展者≫ 
(株)ファインテック、萬世リサイクルシス
テムズ(株)、(株)ユニメーションシステ
ム、JFEエンジニアリング(株)、都市拡
業(株)、三菱重⼯環境・化学エンジニ
アリング(株)、⽇本電気(株)、Pacific 
Spatial Solutions, LLC、シティネット
横浜プロジェクトオフィス、(公財)横浜
企業経営⽀援財団(IDEC)、横浜市
資源循環局 

 

 

 

 

 
【全体会議】 
オープニングセッション 
●開会挨拶 横浜市⻑ 林 ⽂⼦ 
  

 

●基調講演 外務⼤⾂政務官    ⼩⽥原 潔⽒                          
  

 

●基調講演   環境省地球環境局⻑  鎌形 浩史⽒   
  

 



ネットワーキングブレイク 
 

  
 
ラウンドテーブルセッション 

モデレーター：IGES 所⻑ 森 秀⾏ ⽒ 
パ ネ リ ス ト：Y-PORTセンター・アドバイザー Mary Jane Ortega⽒ 

Y-PORTセンター・アドバイザー／ファウンダシオ・メトロポリ代表 Alfonso Vegara⽒ 
Y-PORTセンター・アドバイザー／アジア⼯科⼤学(AIT)特別名誉教員 Bindu N. Lohani⽒ 
アジア開発銀⾏(ADB)持続的開発・気候変動局上級部⻑ Gil-Hong Kim⽒ 
世界銀⾏上席都市専⾨官   Barjor Mehta⽒ 
国際連合⼈間居住計画(UN-HABITAT)福岡本部(アジア太平洋担当)⼈間居住専⾨官 

Laxman Perera⽒ 
横浜市温暖化対策統括本部環境未来都市推進担当部⻑   秋元 康幸 

 

  
 
クロージングセッション 
●第５回アジア・スマートシティ会議における横浜宣⾔ 

バンコク都知事最⾼顧問 ヴァロップ・スワンディー ⽒ 
横浜市⻑  林 ⽂⼦ 

 

  

 



 

⽇ 時：平成28年11⽉16⽇（⽔） 13:00-17:30 
参加者：第５回アジア・スマートシティ会議参加者(任意) 約50名 
視察先：横浜市環境創造局 北部下⽔道センター （横浜市鶴⾒区末広町１丁⽬６番地の８） 

横浜市資源循環局 鶴⾒⼯場 （横浜市鶴⾒区末広町１丁⽬１５番地１） 
横浜市⽔道局 川井浄⽔場 （横浜市旭区上川井町２５５５） 

 
 北部下⽔道センター 

   
 

 鶴⾒⼯場 

   
 
 川井浄⽔場 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

【参考１】11月16日(水) 横浜市内インフラ視察 



 

 横浜市主催「第17回Y-PORT ワークショップ」 
開催時間：平成28 年11 ⽉17 ⽇（⽊）10:00〜12:00 
会 場：ヨコハマグランドインターコンチネンタルホテル １階 シルク 
参加者数：56名 

 

 横浜市・公益財団法⼈横浜企業経営⽀援財団（IDEC）共催 
第50回アジア開発銀⾏年次総会 
横浜開催記念「アジア・インフラビジネスセミナー」 
開催時間：平成28 年11 ⽉17 ⽇（⽊）14:00〜17:30 
会 場：ヨコハマグランドインターコンチネンタルホテル １階 シルク 

 

 世界銀⾏主催「世界銀⾏スマートシティ会議」 
開催時間：平成28 年11 ⽉17 ⽇（⽊）9:00〜17:00 
会 場：ヨコハマグランドインターコンチネンタルホテル ３階 ボールルーム 

 

 
 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

                       
 

【環境未来都市】環境問題や超⾼齢化への対応などの様々な社会的課題に総合的に取り組んで活⼒ある都市をつく
る、国家的なプロジェクトのひとつです。横浜市は、平成23年12⽉、国から「環境未来都市」に選定されました。 

【参考２】11月17日(木) 併催会議  

「Y-PORT事業」を通じた海外ビジネス展開に向けた情報交換の場である『Y-PORTワークショップ』を開催しました。
今回のワークショップでは、単⼀機器として⾼く評価されている技術・製品や、市内企業が独⾃に海外で多くの販売・納
⼊実績を持つ製品を、都市課題を解決するためのパッケージ型ソリューションとして組み⽴てていくことを⾒据え、ベトナム
国ダナン市、フィリピン国セブ市他を対象として検討を開始した、新興国都市の開発事業における横浜市内企業の技
術・製品を活⽤した都市ソリューション案について御紹介しました。また、ダナン市・セブ市他で予定している現地調査につ
いても御紹介しました。名刺交換会では、講演者・参加者間で活発なネットワーキング・情報交換が⾏われました。 

本セミナーでは、アジア開発銀⾏（ADB）が進める⽔事業体の知⾒の共有や能⼒強化を⽬的とした、メンターと受
益者の組み合わせによる連携プログラムであるWOPs（Water Operators Partnership）の取組を始め、ADBと横
浜市との都市課題解決に向けた連携や官⺠連携部（Office of Public-Private Partnership）の取組について、
ADB各部⾨や海外都市の関係者から御紹介しました。また、セミナー後の参加者の交流会では活発な意⾒交換が⾏
われました。 

同⾏が国内外の専⾨家や海外都市の代表者を招へいし、世界銀⾏の都市開発の専⾨家とともに、先進国、途上
国におけるスマートシティ開発の⽅法論や、その効果について議論が⾏われました。横浜市国際局国際協⼒部⻑の橋
本が「セッション 3：スマートシティによるイノベーション、競争⼒、雇⽤創出の促進」にパネリストとして登壇しました。 


